




























































































































































































母の秘密への固執は須永が真実を知ろうとする勇気を弱める働きを し た で あ ろ う 。
しかしこの両者の「恐れ」には秘密を握ってい
る者と秘密を握れないがためにその秘密にこだわり糀けている者と の 決 定 的 な 差 が あ る 。
須永の恐れは今、
こ こ に あ る 母 と 自 分 と
の関係を壊すことに対する恐れである。従ってその










須 氷 は 自 分 と
千 代 子 と の 間 を 自 分 の 意 志 で
、自
分 か ら 何 ら か の
方向に関係づけようとはしない。彼は千代子との結婚について一たんは「母の希望通り千代子を貰つて逍りたいと




自 分 を 千 代 子 の 「 妍 と し て 肯 が は な い 枡 ら し 」 い
のを認め、
千 代
子 自 身 も 嫁 に 「 来 た が つ て ゐ な い 事 」 を 認 め た と 観 察 し た 須 永 は「 成 る 可 く 自 我 を 梃 つ け な い 様 に と 祈 」 る こ と に な る 。
結 局 彼 は 、
なし崩しに千代子との因緑の糸が、
千代子の側から切られるのを












、 「 妾 行 っ て 上 げ ま せ う
か」とはっきりと
口 に 出 し て 言 っ た の で あ
る。
そ れ に 対 し て 須 永
は 、




何 で 市 さ ん の 気 に 入 る も の か ね 」 と
「 形 式 を 具 へ な い 断 り 」
と受け取れる
ような反応を示すのみであ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































堕落は酒 影響だから何処へ何う避け も人間とし 到底も逃れる事 出来ない だと沈痛に諦らめを付けたと同じ様な変な心持であった。
ここには〈自我〉という概念を獲得すると同時に、
その自我か
ら生まれる自省｀
深い内省に苦しまざるを得なくなった近代人の、
自省のない人間への憧れと恐れとが語られると同時に、
鋭敏すぎ
る頭の慟きによって動けなくなってしまった知識人の欝屈した梢神が、
外からの何らかのきっかけによ
りバランスを崩され、
その
自縛の精神の崩壊による一種 解放に寄りかかりな
がら、
つまり
崩壊を理由に諦めを手中にしながらパランスの崩れ、
換酋すれば
〈狂〉によって初めて感情のままに酋動できる姿が、
白昼夢とし
て語られているのである。
この須永の苦しみはそのまま「行人」における一郎の「境々女
も気狂にして見なくっちゃ、
本体は到底解らないのかな」という
感慨につながっ いる。
結局須永
はじっと
したまま動かない。「それから」の代助のよ
うに観念的な人IUlから実際的な人間へと移行することもなく、
そ
れを目指すこと な
い。
しかし、
須永の孤独がいくらかでも救わ
れているとすれば、
彼にはそれがたとえ義理の問柄であっても母
親を愛し、
信穎し互いに親密なOO係を結ぴ得ていること。
またそ
の母 の弟である叔父を惇敬し、
彼の言菜に耳を傾ける余裕のあ
ることである。
つまり須永は、
自分の骰かれた家庭の中でドメス
チック・ハピネスを獲得し得ていた訳で、
そのハピネスを心デらせ
ていた疑惑が取り除かれさえすれ
ば、
彼の精神はそ
れまでよりも
はるかに哨朗になり得た。実際、
旅先からの須永の手紙がそれ
明かに示しており、
松本に「端由に粘足した僕は、
彼の封筒入の
粧翰に接し出 た時更に眉を開いた。
といふのは、
僕の恐れを抱
いてゐた彼の手が、
険欝な色に巻紙を染めた痕跡が、
その何処に
も見出せなかっ
たからである。」と言わせる程ほがらかな
のぴ
のぴとした精神を獲得し得 いるのである。
（岡山商科大学助教授）
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